スットントンのガーメの子－私が見た高岡市周辺の水生昆虫－ by 小池 博司
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ス ッ ト ン ト ン の ガ ー メ の 子
か
さ れ ま す が 、 な か で も 水 生 昆 虫 の 激 し い 滅 少 に は ｀
ぴ  っ く り さ せ ら れ て し ま い ま す 。
図 は 、 昭 和 20 年 と 昭 和 50 年 の 高 岡 市 の 市 街 地 の
変 化 を 示 し た も の で す 。
私 が 子 供 の 頃 （ 昭 和 IO 年 頃 か ら 昭 和 20 年 頃 ） は 、
ま だ 高 岡 市 の 多 く が 1:1] や 畑 だ っ た わ け で す 。 そ の
こ ろ 祁 岡 市 内 に あ っ た 、 私 の 家 周 辺 の 水 生 昆 虫 の
思 い 出 を 、 方 言 を ま じ え て 苦 い て み ま し ょ う 。
全 否生 三■ 昭 和 20 年 の 市 街 地
図 l 嵩 岡 市 街 の 変 化 と 主 な 観 察 場 所
水 生 昆 虫 に は 、 大 別 し て 二 つ の 仲 間 が あ り ま す 。
一 つ は 、 幼 虫 が 水 中 で す ご し 成 虫 は 外 へ 飛 ぴ 出 す
も の で 、 ト ン ポ や ホ タ ル の よ う な 昆 虫 で す 。 も う
一 つ は 、 ゲ ン ゴ ロ ウ や ミ ズ ス マ シ 、 タ ガ メ や マ ッ
モ ム シ の よ う に 、 幼 虫 も 成 虫 も 水 中 で 生 活 す る も
の で す 。 ど ち ら の 仲 間 も 滅 っ て し ま い ま し た が 、
幼 虫 、 成 虫 と も 水 中 生 活 す る 昆 虫 の ほ う が 滅 少 は
漱 し い よ う で す 。
種 類 別 に 、 水 生 昆 虫 の 思 い 出 な ど を 拇 い て い き
ま し ょ う 。 一 部 採 集 の デ ー タ も つ け て お き ま し た 。
な お 、 地 名 は 現 在 の 地 名 で 示 し ま し た 。
小 池 博 司
コ オ イ ム シ
昭 和 5 年 生 ま れ の 私 の 記 憶 に 、 こ ん な 子 守 り 歌
が あ り ま す 。
「 ス ッ ト:.-: ト ン の ガ ー メ の 子
, ~ "· ヽ幾 つ 産 ん だ か 祁 入 せ い
窃 入 の 中 で 、 ま た 産 ん だ 」
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図 2 コ オ イ ム シ
ス ッ ト ン ト ン と い う の は 、 高 岡 地 方 の 石 け り 遊
ぴ の こ と で す 。 水 生 昆 虫 を 陸 上 に あ げ る と 、 片 足
で 水 を 切 る よ う な 動 作 を し ま す が 、 こ れ が 石 を け
る か っ こ う と 似 て い る の に な ぞ ら れ た も の で す 。
ま た ， 邸 入 す る と は 計 邸 を す る と い う こ と で す 。
こ の 歌 は コ オ イ ム シ の 産 卵 を 歌 っ た も の で す 。 ●  
私 は 、 祖 母 の 背 中 で 、 こ の 歌 を 何 度 と な < 1*1 か
さ れ て 寝 た も の で す 。
コ オ イ ム シ は 、 小 川 や 水 1B に 多 く 、 昭 和 18 年 頃 、
今 の 本 丸 会 館 か ら 北 逍 甜 岡 営 業 所 に い た る 道 路 の
両 わ き の 水 田 等 で 、 通 学 の 途 中 よ く 見 ら れ ま し た 。
今 で は ま っ た ＜ 兄 ら れ な く な り ま し た 。
採 集 記 録 ： 昭 和 18 年 5 月 18 E l 、 高 岡 市 広 小 路 （ 水
田 ） ； 昭 和 20 年 6 月 19 広 小 路 （ 水 111)
； ！ 附 禾 IIZO:if:-10 月 9 IJ 、 邸 ． 中 川 町 （ 溝 ）
タ ガ メ
タ ガ メ は カ ッ パ ム シ と 言 わ れ 、 ま た 、 1谷 に チ ン
ポ キ リ と 言 わ れ て い ま し た が 、 子 供 が 下 約 無 し で
図 3 タ ガ メ．  
"" 川 遊 ぴ 等 を し な い よ う と い う 戒 め に な っ て い ま し
t ヽ
鋭 い 前 足 で 、 子 魚 な ど を 捕 食 す る 姿 は 、 カ ッ パ
よ り 吸 血 鬼 と 言 っ た ほ う が 適 切 で し ょ う 。
昭 和 18 年 頃 は 見 受 け た の で す が 、 昭 和 23 年 頃 よ
り 見 な く な り ま し た 。 そ の 原 因 は 、 ;r:j 岡 よ り 伏 木
や 新 湊 方 面 へ 高 岡 軌 道 線 （ 屯 車 ） が 削 通 し 、 そ れ
に と も な っ て 硲 伏 道 路 沿 線 の 水 田 が 埋 め 立 て ら れ 、
会 社 、 事 業 所 、 住 宅 が 急 増 し た と い う 珠 税 の 変 化
で す 。
採 集 記 録 ： 昭 和 18 年 6 月 15 日 、 高 ． 広 小 路 （ 北 屯
高 岡 営 菜 所 付 近 ） ； 昭 和 23 年 9 月 15 日 、 高 ． 蓮
美 町 （ 小 川 ）．  ミ ズ カ マ キ リハ タ ゴ ン パ パ サ と 言 わ れ て い ま し た が 、 こ れ は 、,. ~ 機 織 り 婆 さ ん の こ と だ と 思 い ま す 。 ミ ズ カ マ キ リ
を 捕 ら え て み る と 、 前 足 を 突 き 出 し 胸 部 を 屈 折 す
る よ う に 見 え 、 婆 さ ん が 機 を 織 っ て い る 姿 に 見 え
ま す 。
田 や 小 川 か ら 50m 以 上 l ,Om く ら い も 離 れ て い
る 所 で も {iii ら え ま し た 。 灯 火 に 誘 わ れ て か も し れ
ま せ ん が よ く 飛 ん で き た も の で す 。
こ の 虫 を 捕 ら え る と オ コ リ に な る と 教 え ら れ 、
夕 方 に は 水 辺 に 放 し て や り ま し た 。 ミ ズ カ マ キ リ
の あ ら わ れ る 季 節 は 、 日 射 病 や 伝 染 病 が 発 生 す る
頃 な の で 、 家 庭 排 水 等 も 入 り 混 じ る Plf 中 の 用 水 で
は よ り 注 双 を せ よ と い う 、 戒 め だ っ た の で し ょ う 。
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採 集 記 録 ： 昭 和 1 6 年 5 月 18 日 、 高 ． 千 保 川 （ 全 域 ）
； 昭 和 20 年 7 月 280 、 高 ． 鴨 幼 町 （ 家 の 中 ）
タ イ コ ウ チ
ミ ズ カ マ キ リ と ち ょ っ と 似 た 形 で す が 、 や は り
機 織 り の 姿 か ら ハ タ ゴ ン ア ネ マ と で も 言 う べ き で
し ょ う が 、 俗 称 は 無 か っ た よ う で す 。
昭 和 16 年 頃 に は 、 千 保 川 や そ の 周 囲 の 小 川 、 水
仔 1で 見 受 け ら れ た の で す が 、 昭 和 26 年 頃 か ら 兄 な
く な り ま し た 。 こ れ も 住 宅 地 の 拡 大 が 原 因 の 一  つ
だ と 考 え ら れ ま す 。
採 集 記 録 ： 昭 利 16 年 5 月 1 8 El 、 窃 ． 千 保 川 ； 昭 和
26 年 6 月 15 B 、 高 ． 小 矢 部 川 （ 口 条 橋 付 近 ）
マ ツ モ ム シ
マ ツ モ ム シ は 版 両 を 上 に し て 泳 ぐ 昆 虫 で す 。
窃 岡 市 白 金 町 の 灯 火 に 飛 ん で き た も の や 、 古 城
公 園 の 池 で 泳 い で い る の を 見 ま し た 。
苦 心 し て 採 集 し て も 水 槽 に 網 を か け て お か な い
と た い て い 翌 朝 に は 逃 げ ら れ て し ま い ま し た 。
最 近 は 小 川 で も 見 る 事 が あ り ま せ ん 。
採 集 記 録 ： 昭 和 20 年 6 月 15 日 、 甜 ． 蓮 美 町 （ 小 川 ）
ア メ ン ポ
ヒ メ ア メ ン ポ の 背 中 の 模 様 が 、 こ ま し お の 様 に
白 黒 の た め 、 シ オ と も 言 わ れ ま し た 。
水 た ま り 等 で 数 十 頭 も 群 生 す る こ と が あ り ま し
た 。 昭 和 19 年 頃 に は 町 中 の 水 た ま り で も よ く 見 受
け ま し た 。 昭 和 63 年 7 月 1 日 、 伏 木 の 防 波 堤 近 く
の 雨 上 が り の 水 た ま り に 数 十 頭 の ヒ メ ア メ ン ポ が
群 れ を な し て い る の を 見 ま し た 。 町 中 を 追 わ れ た
ア メ ン ポ は 、 そ れ で も 片 隅 で 生 き て い る の で し た 。
ゲ ン ゴ ロ ウ ・ ガ ム シ
総 称 し て 、 1 銭 ガ メ と 言 わ れ ま し た 。 昭 和 10 年
頃 の 子 供 の こ ず か い 銭 が 1 日 1 銭 で 、 現 在 の 10 円
銅 貨 に よ く 似 て い ま し た 。 比 較 的 偏 平 な ゲ ン ゴ ロ
ウ と も か く 、 ガ ム シ は ど う 見 て も 1 銭 銅 貨 に は 似
て い ま せ ん 。 で は 、 ど う し て そ の よ う な 名 前 が つ
け ら れ た の で し ょ う か 。
高 岡 市 の 春 祭 の 露 天 で 、 水 生 昆 虫 を 利 用 し た ツ
マ ン コ （ ア テ モ ノ ） が あ り ま し た 。 そ れ は プ リ
キ の 大 き な 金 だ ら い が あ り 、 中 に 16 等 分 位 に 仕 切
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い ま し た 。 今 で は ど ち ら も 見 る 事 は あ り ま せ ん 。
採 集 記 録 ： ヒ メ ゲ ン ゴ ロ ウ 、 昭 和 24 年 7 月 250 、
高 ． 横 田 町 （ 路 上 ） ； ゲ ン ゴ ロ ウ 、 昭 和 26 年 9
月 13 日、 ？ ； ； ； ． 泉 町 （ 家 の 庭 ） ； コ ガ タ ノ ゲ ン ゴ
ロ ウ 、 昭 和 26 年 6 月 ] 8 日 、 益 泉 町 （ 家 の 庭 ）
； コ ガ ム シ 、 昭 和 23 年 7 月 16 日 、 話 ． 佐 加 野
（ 家 の 庭 ） ； ガ ム シ 、 昭 和 18 年 7 月 26 日 、 布 ，
広 小 路 （ 小 川 ） 、 昭 和 26 年 9 月 131 」 、 泣 i. 泉 町
（ 家 の 庭 ）
泉 町 の 家 は 水 田 に 隣 接 し 、 1:i 業 用 水 に も 接 し て
い た 。 佐 加 野 で は 周 囲 は III 園 地 滞 で た め 池 も 多 か
っ た 。
図 4 ゲ ン ゴ ロ ウ ミ ズ ス マ シ
ミ ズ ス マ シ は マ ア マ イ コ と 言 わ れ ま し た が 、 こ ・れ は 水 上 を ぐ る ぐ る 滑 走 す る 姿 か ら つ け ら れ た も
の で す 。 オ オ ミ ズ ス マ シ は 昭 和 23 年 頃 か ら 見 な く
な り ま し た 。 小 川 や 池 に 多 か っ た ミ ズ ス マ シ も 昭
和 26 年 頃 か ら 見 な く な り ま し た 。 家 庭 の 推 水 が 小
川 の 水 を よ ご し 、 水 田 を 宅 地 に 変 え て い っ た た め 、
ミ ズ ス マ シ は 消 え て い っ た と 思 い ま す 。
採 集 記 録 ： オ オ ミ ズ ス マ シ 、 昭 和 20 年 8 1'! 3o n 、
祁 ． 清 水 町 （ 水 田 ） ； 昭 和 23 年 8 月 25 n 、 硲 ．
佐 加 野 （ 水 田 ）
図 5 ガ ム シ
ら れ て 、 中 央 に ゲ ン ゴ ロ ウ か ガ ム シ を 入 れ る 短 い
筒 が あ り 、 中 に 水 が 入 れ て あ り ま す 。 「 1 銭 ガ メ 、
1 銭 ガ メ 」 と 叫 ぶ 霧 天 の お じ さ ん に 誘 わ れ て 、 1  
銭 払 う と 、 小 さ な 金 網 の 茶 こ し を く れ ま す 。 こ れ
で ゲ ン ゴ ロ ウ か ガ ム シ を す く つ て 中 央 の 筒 に 入 れ
る の で す 。 虫 は 任 慈 の 方 向 に 泳 い で 、 仕 切 り の 中
に 入 り ま す 。 そ の 仕 切 り の 外 に 立 っ て い る ガ ラ ス
ピ ン の 中 の ピ ン ク の 液 体 （ サ ッ カ リ ン で 1 「 味 を つ
け た も の 、 ピ ン に 大 小 が あ る 。 ） が 飲 め る と い う わ
け で す 。
ヒ メ ゲ ン ゴ ロ ウ は II{{ 禾 1124 年 頃 、 ゲ ン ゴ ロ ウ は 昭
和 26 年 頃 、 コ ガ タ ノ ゲ ン ゴ ロ ウ は 昭 和 26 年 頃 、 コ
ガ ム シ は 昭 和 23 年 頃 、 ガ ム シ は 昭 和 26 年 頃 よ り だ
ん だ ん と 少 な く な り ま し た 。 雑 食 性 の ガ ム シ よ り ｀
肉 食 性 の ゲ ン ゴ ロ ウ の ほ う が り L く 姿 を ii'l し て し ま
ト ン ポ 類
幼 虫 時 代 は 水 生 で 、 羽 化 す る と 外 へ 飛 ぴ 出 し て
い き ま す 。 種 類 に よ っ て 、 数 が 少 な く な っ た も の
や 全 然 兄 ら れ な く な っ た も の が あ り ま す 。
カ ワ ト ン ポ 類 ： 昭 和 23 年 か ら 26 年 頃 で は 、 高 ．
頭 川 や 佐 加 野 、 小 矢 部 川 あ た り で 将 通 に 兄 ら れ ま
し た 。 現 在 で も 少 数 で す が 見 ら れ ま す 。
ハ グ ロ ト ン ポ ： 採 集 記 録 ： 昭 和 1 7 年 8 Jl8rl 、
T- 保 川
当 時 は 小 川 の J・. な ど で よ く み た も の で す が 、 近
年 で は め っ た に 兄 ら れ ま せ ん 。 よ う や く 、 昭 和 62
年 に 北 陸 本 線 人 ・ エ 仲 町 ガ ー ド 付 近 で 2 頻,-, 繋 し ま
し た 。 同 地 は 戦 前 水 山 が あ り 、 通 称 ガ メ 川 と 言 わ
れ た 地 域 で 、 水 生 昆 虫 の 多 い 所 で し た 。
モ ノ サ シ ト ン ポ ： II/{ 和 23 年 か ら 26 年 頃 は 、 硲 ．
佐 /Jn 阻 f (水 IH) や 窃 . ,'i 城 公 1』 で も 兄 ら れ ま し た 。
今 で は 古 城 公 園 で は 兄 な く な リ ま し た 。
オ オ ア オ イ ト ト ン ポ ： 戦 前 か ら 昭 和 25 年 頃 は 、
．  
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図 6 ハ グ ロ ト ン ポ
普 通 に 見 ら れ た 種 類 で 、 各 地 の 水 m や 小 ） IIな ど で
兄 ら れ ま し た が 、 今 で は 滅 多 に 見 る 事 が で き ま せ
ん。
キ イ ロ サ ナ 工 ： 昭 和 26 年 7 月 1 日 、 高 ． 城 光 寺
の 山 地 で 採 集 し た こ と が あ り ま す 。 近 年 ま っ た ＜
見 る l)i が あ り ま せ ん 。
コ サ ナ エ
古 城 公 園 な ど 平 地 で も 多 か っ た 種 類 で す が 、 今
は み ら れ ま せ ん 。
オ ニ ャ ン マ
千 保 川 や 佐 /Jn 野 、 手 洗 野 な ど で 将 辿 に 兄 ま し た 。
今 で も 、 時 に Ill 市 内 に 飛 来 し た も の を 見 る 事 が あ
り ま す 。
ギ ン ヤ ン マ
占 城 公 園 で 兄 ら れ ま し た が 、 今 で は 兄 る 事 が で
き ま せ ん 。
カ ト リ ヤ ン マ
伍  っ た H 硲 な ど に 群 れ 飛 ぴ 、 力 な ど を 食 べ る カ
ト リ ヤ ン マ は 、 昔 は 多 か っ た も の で す が 、 最 近 は
ま っ た 〈 兄 ら れ ま せ ん 。
採 集 記 録 ： (I 麻 1123 年 8 J  J  23 n  - 9  J  J  3  I― l 、 盛 佐
加 野 （ 道 路 」 :.) ;  昭 和 25 年 9)]17 、 1岱 ． 岩 野
（水 Ill) ;  昭 和 26 年 9 月 19 LI 、 盛 泉 町 （ 家 の
庭 ）
シ オ カ ラ ト ン ポ ・ オ オ シ オ カ ラ ト ン ポ
咽 道 の 種 類 で し た が 、 い ま で は 111 市 内 で は 兄 ら
れ ま せ ん 。
ア キ ア カ ネ
今 で も 普 遥 に 目 に つ き ま す 。 し か し 、 戦 前 の 大
図 7 チ ョ ウ ト ン ポ
群 の ア カ ト ン ポ は 見 ら れ な く な り 、 年 に よ っ て は
非 常 に 少 な い こ と も あ り ま す 。
チ ョ ウ ト ン ポ ・ コ シ ア キ ト ン ポ
古 城 公 園 に は 多 く い ま し た が 、 昭 和 25 年 の 産 業
ト 膠 包 会 以 後 少 な く な り 、 今 で は 見 ら れ な く な り ま
し た 。
採 集 記 録 ： チ ョ ウ ト ン ポ 、 昭 和 16 年 8 月 1 日 、 嵩 ．
古 城 公 園 ； コ シ ア キ ト ン ポ 、 If[{ 平1 124 年 6 月 1
ロ 、 高 ． 古 城 公 園
ホ タ ル
昭 和 30 年 代 に 、 水 田 の あ ぜ や 小 川 が コ ン ク リ ー
ト で 固 め ら れ 、 え さ に な る 水 生 の 巻 き 貝 が す め な
く な り 、 旧 市 内 で も よ く 兄 ら れ た ヘ イ ケ ポ タ ル も
め  っ た に 見 ら れ な く な り ま し た 。 ゲ ン ジ ポ タ ル は
1日 市 内 で は 見 ら れ ま せ ん で し た が 、 郊 外 の 立 野 地
区 や 般 若 地 区 で は 見 ら れ ま し た 。 現 在 で も 見 ら れ
る よ う で す 。
お わ り に
私 の F1 で 兄 た 、 高 岡 市 If:! 市 内 の 水 生 昆 虫 の 変 化
を 述 ぺ て み ま し た 。 い ま さ ら な が ら 、 森 撹 の 変 化
と 水 生 昆 虫 の 滅 少 に 盤 か さ れ ま す 。 し か し 、 l.11 奴 近
で は ホ タ ル の 保 護 な ど も 行 わ れ る よ う に な り 、 水
生 の 生 き 物 に 注 怠 が 向 け ら れ る よ う に な っ て き ま
し た 。 顧 わ く は 、 水 生 昆 虫 た ち が 生 活 で き る 珠 境
と き れ い な 水 を 確 保 し 、 水 生 昆 虫 園 と い っ た よ う
な 場 所 を 作 っ て や り た い も の で す 。
（ こ い け ひ ろ し 、 欧 山 県 昆 虫 同 好 会 ）
